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実践内容

手立て１「オクリンクによる思考カードの活用」

数学的な表現を用いて、説明ができる生徒の育成
―クラウド型ソフトウェアによる思考カードの活用と

共有された思考カードを基に手直しをする時間の設定を通して―

概要版 【数学科】

【問題】△OABの面積を求めなさい
前時で、連立方程式を用いて交点の座標を求めるまでは学
習しましたね。本時では三角形の面積を求め、解き方を説
明しましょう。思考カードを上手に活用してね。

思考カードを活用することで、ほぼ全員が自力解決することができ、グラフに必要なことを書き
足しながら、言葉や数、式を用いて解き方についてまとめることができた。

用途 保存場所

思考カードA 問題を解く・説明をする Myボード

思考カードB ヒント カードＢＯＸ



成果

手立て２「オクリンクで共有された思考カードを基に

手直しをする時間の設定」

手直しの時間〔前〕

手直しの時間〔後〕

手直しの時間を設定したことで、共有された友達の思考カードを
見て、自分の説明との違いを見付けて手直ししたり、同じところを
見付けたりしやすくなった。これにより自分の説明に自信をもつこ
とができたため、より自主的に説明するようになったと考えられる。

手直しの時間をとるので、友達の思考カードの式に加えら
れている言葉に着目して、説明をする際の参考にしよう。

等積変形をすると計算が容易になるということの習得

課題

説明し合う活動を取り入れる
ことにより、新たな方法を生
徒同士で学ぶことができた

説明活動による学習効果


